
    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本地球惑星科学連合 

平成 24年度 第 1回理事会 資料 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時  平成２４年５月２１日（月） 

午後５時１５分から午後７時３０分 

 

開催場所  幕張メッセ 国際会議場 ２０３号室 

（千葉県千葉市美浜区中瀬２－１） 

 



    

  

平 成 ２３ 年度 第１回 理 事 会 次 第 
 

１．開   会 
 

２．報 告 事 項 

  1．ジャーナル問題経過報告 

  2．その他  

  

３．審 議 事 項 

第  1 号議案  総会議事承認 

第  2 号議案  大気海洋・環境科学セッション名称変更について 

 
 

４．開   会 
 

（資  料） 

1. 大気海洋・環境科学セクションの改称について 

2. 

 

ジャーナル関連 

・「科研費成果公開促進費対応臨時委員会 

3. 
公益社団法人日本地球惑星科学連合第 1回定時社員総会 資料（別冊） 

 

 



大気海洋・環境科学セクションの改称について 
 
これまで、連合理事会、学協会長会議等でご報告してきましたように、本案件について昨年、当セク

ションでは、セクションで扱っているサイエンスをより 適切に表現するために、「大気海洋陸水・環境
科学セクション」への名称変更を理事会に提案しましたが、連合理事会としては「より総称的な名称

を模索するのが連合全体の方向性である」、「国際対応等でより詳細な分野の名称が必要な場合は、サ

ブセクション制を導入すべきである」と言う結論になりました。そのため、当セクションでは１年間

をかけて、総称的な名称の可能性について名称検討ワーキンググループを設置・検討し、その後、セ

クションボードで検討しました。その結果、次の結論を得ましたので、ここに報告させていただくと

ともに、セクション名称の変更およびサブセクションの設置について提案致します。 

セクション名の提案：当セクションボードの総意として「大気水圏科学セクション（Atmospheric and 
hydrospheric science section）」を提案します。同時にサブセクション制を設置し、当初は、大 気、
海洋、陸水、雪氷、環境のサブセクションを置くことを提案します。 

2012年 5月 20日	
 セクションプレジデント 中島映至 
 
○ 参考資料 
・これまでの各段階の議論で様々な名称案がでましたが、そのなかで、次の名称が特筆すべき候補案

として絞り込まれました。この中からセクションボードで議論した結果 総意として「大気水圏科学セ
クション」を第一候補としました。 
大気水圏科学セクション、気水・環境科学セクション、地球表層圏科学セクション、表層流体圏科

学セクション 
 
・現在（５月８日付け）、当セクション所属の会員が所属する主要な学協会に本提案に関するご意見を

問い合わせています：水文・水資源学会、日本雪氷学会、大気化学研究会、日本地球化学会、日本地

質学会、日本地下水学会、日本水文科学会、日本第四紀学会、日本地理学会、日本陸水学会、日本リ

モートセンシング学会、地球電磁気・地球惑星圏学会、日本農業気象学会、日本堆積学会、日本地形

学連合、東京地学協会、日本古生物学会、日本サンゴ礁学会、日本大気電気学会、土壌物理学会、陸

水物理研究会 
 
・AGU、EGUの区分 

AGU：Atmospheric Sciences, Biogeosciences, Geodesy, Geomagnetism and Paleomagnetism, 
Hydrology, Planetary Sciences, Seismology, Space Physics and Aeronomy, Tectonophysics, 
Volcanology, Geochemistry, and Petrologyのセクションの他に、Atmospheric a & Space Electricity, 
Cryosphere Sciences, Earth and Planetary Surface Processes, Earth and Space Science 
Informatics, Global Environmental Change, Mineral & Rock Physics, Natural Hazards, 
Near-Surface Geophysics, Paleoceanography & Paleoclimatology, Societal Impacts and Policy 
Sciences, Study of the Earth's Deep Interiorの Focus groupがある。 

EGU ： Atmospheric Sciences,Biogeosciences,Climate: Past, Present & Future,Cryospheric 
Sciences,Earth Magnetism & Rock Physics, Energy, Resources and the Environment, Earth and 
Space Science Informatics, Geodesy,Geodynamics, Geosciences Instrumentation and Data 
Systems, Geomorphology,Geochemistry, Mineralogy, Petrology & Volcanology,Hydrological 
Sciences, Natural Hazards, Nonlinear Processes in Geosciences, Ocean Sciences, Planetary and 
Solar System Sciences, Seismology, Stratigraphy, Sedimentology and Palaeontology, Soil System 
Sciences, Solar–Terrestrial Sciences,Tectonics and Structural Geology の divisionがある。 



第３回理学・工学系学協会連絡協議会（全体会議）議事次第 

 

 

日時： 平成 24年 5月 18日（金）14:00～16:00 

 

 

場所： 日本学術会議６階６－C会議室 

 

 

出席者： 理学・工学系学協会連絡協議会構成員 

 

 

議題： 

１．科学研究費補助金成果公開促進費の新制度について 

   説明及び意見交換：文部科学省研究振興局情報課学術基盤整備室 長澤 公洋 室長 

            日本学術振興会研究事業部 小山内 優 部長 

            文部科学省研究振興局学術研究助成課 岡本 和久 課長補佐 

２．新公益法人制度に関わる学協会の対応状況について 

３．夢ロードマップと大型計画マスタープランについて 

４．大学教育の質保証（参照基準）について 

５．学協会と学術会議の連携強化について 

６．その他 

 

 

配布資料： 

 （Ｐ１） 資料１ 理学・工学系学協会連絡協議会全体会議メンバーリスト 

 （Ｐ４） 資料２ 科学研究費助成事業（科学研究費補助金（研究成果公開促進費））の改善案 

          について 

 （Ｐ13） 資料３ 新公益法人制度に関わるアンケート結果等について 

 （Ｐ16） 資料４ 理学・工学分野における科学・夢ロードマップについて 

 （Ｐ17） 資料５ 学術の大型施設計画・大規模研究計画マスタープランについて 

 （Ｐ19） 資料６ 大学教育の分野別質保証について 
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